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問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0






問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0
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問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ

				可能 カノウ		79

				公開に向けたサポートがあれば可能		512

				不可能 フカノウ		920

				不明 フメイ		562

						2073





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0






問２の回答パターン

						問２で「よくある」もしくは「ある」と回答した肢問の数 ト カイトウ シモン カズ

						肢問の数 シモン カズ		N		％

						0		595		15.0

						1		521		13.1

						2		660		16.6

						3		1014		25.6

						4		1175		29.6

						計 ケイ		3965		100.0





問２

						(1) 定量的な社会調査データ		(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ		 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料		(4)既存統計データ

				よくある		891		934		533		1037

				ある		1575		1603		1116		1894

				ない		1499		1428		2316		1034

				合計		3965		3965		3965		3965





問２　次のようなデータや資料を利用することはどの程度ありますか？



よくある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	891	934	533	1037	ある	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1575	1603	1116	1894	ない	

(1) 定量的な社会調査データ	(2)聞き取りなどを用いた質的な社会調査データ	 (3)文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査データや資料	(4)既存統計データ	1499	1428	2316	1034	









問３，４

						他研究者の公開データ・資料の利用		データはできるだけ公開されるべきだ コウカイ

				賛成		50.8		27.8

				原則として賛成だが、いくつか注意すべき点がある		43.4		68.9

				賛成しがたい		5.8		3.2



				自分の研究に必要であれば、積極的に利用したい

				場合によっては利用することもありうる

				たぶん利用しない



オープンサイエンスの考え方とデータの利用





他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	50.819672131147541	27.843631778058008	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	43.354350567465325	68.928121059268605	

他研究者の公開データ・資料の利用	データはできるだけ公開されるべきだ	5.8259773013871374	3.2282471626733922	







問５

								(1) 定量的な社会調査		(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査		(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査		(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成		(5) その他の種類のデータの収集

						ある		44.2		57.0		30.1		53.0		51.6

						ない		55.8		43.0		69.9		47.0		48.4



問５　これまでの研究活動



ある	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	44.237074401008826	56.973518284993695	30.063051702395963	53.013871374527113	51.576292559899116	ない	

(1) 定量的な社会調査	(2) 聞き取りなどを用いた質的な社会調査	(3) 文化人類学、民族学、あるいは地域社会研究などの現地調査	(4) 既存資料や既存の統計資料の情報をもとにした独自のデータの作成	(5) その他の種類のデータの収集	55.762925598991174	43.026481715006305	69.936948297604033	46.986128625472887	48.423707440100884	









問８(1)(2)

										(1) これまでの定量的な社会調査への参加		(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの

								1～4		51.7		45.2

								5～9		22.5		13.4

								10～19		14.3		7.4

								20以上		11.5		3.8

								ゼロ		0.0		30.3

																1以上 イジョウ		1240



参加した定量的社会調査の数



1～4	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	51.741573033707866	45.163104611923508	5～9	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	22.471910112359552	13.385826771653543	10～19	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	14.269662921348315	7.4240719910011252	20以上	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	11.51685393258427	3.7682789651293587	ゼロ	(1) これまでの定量的な社会調査への参加	(2)個人もしくは研究代表者として実施したもの	0	30.258717660292465	









問９分布

						調査数 チョウサ スウ		回答者 カイトウシャ

						１件 ケン		1232

						２件 ケン		583

						３件 ケン		385

						４件 ケン		237

						５件 ケン		159

						合計 ゴウケイ		2596

				年代 ネンダイ		N		％

				1989年以前		41		1.58

				1990-99		169		6.51

				2000-09		609		23.46

				2010-19		1707		65.76

				不明		70		2.70

				計 ケイ		2596		100.00







				回収票数 カイシュウ ヒョウスウ		N		％

				500未満		1547		59.59

				500以上2000未満		705		27.16

				2000以上5000未満		168		6.47

				5000以上		130		5.01

				不明 フメイ		46		1.77

				計 ケイ		2596		100.00

				保管状態 ホカン ジョウタイ		N		％

				自身が保管している		1517		58.44

				他者もしくは機関が保管している		343		13.21

				廃棄した		580		22.34

				その他		66		2.54

				不明		90		3.47

				計 ケイ		2596		100.00

				電子ファイル化 デンシ カ		N

				されている		1674

				されていない		912

				不明 フメイ		10

				計 ケイ		2596

				データ公開の状況 コウカイ ジョウキョウ		N		％

				公開中 コウカイチュウ		355		13.7

				公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		156		6.0

				公開していない コウカイ		2073		79.9

				不明 フメイ		12		0.5

				計 ケイ		2596		100.0

				データを公開する可能性 コウカイ カノウセイ		N		％

				可能 カノウ		79		3.8

				公開に向けたサポートがあれば可能		512		24.7

				不可能 フカノウ		920		44.4

				不明 フメイ		562		27.1

				計 ケイ		2073		100.0





オープン✕公開

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ

						賛成 サンセイ		142		67		522		731

						注意すべき点がある		211		89		1473		1773

						賛成しがたい		2		0		78		80

														2584

						列1		列2		列3		列4		列5

								公開中 コウカイチュウ		公開準備中 コウカイ ジュンビチュウ		公開していない コウカイ		計 ケイ

						賛成 サンセイ		19.4		9.2		71.4		100.0

						注意すべき点がある		11.9		5.0		83.1		100.0

						賛成しがたい		2.5		0.0		97.5		100.0
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